
指定管理導入施設実績評価シート（令和5年度）

　

施設の設置目的の達成

職員の勤務実績・配置状況・労働条件
□ 事業計画書に沿った職員を配置していたか。
□ 必要な資格、経験を有する職員を確保していたか。
□ 出勤状況、勤務形態等、労働条件が適正であったか。
□ 障害者の雇用促進に努めていたか。

職員の研修
□

法令等遵守

□ 関係法令、条例等を遵守していたか。

個人情報保護・情報公開
□

管理記録
□ 業務日誌等を適切に整備、保管していたか。

□ 点検結果や修繕履歴等を適切に記録・保管していたか。

連絡体制
□ 市と指定管理者間で十分に連絡、調整を行っていたか。
□

緊急時対応
□ 事故・災害等の緊急時の連絡体制が確保されていたか。

《Ⅰ総　括》 業務の実施体制に関する評価 【標準８項目／当施設８項目】

□

施設の設置目的を踏ま
えて適切に管理運営され
ている。

施設の設置目的を十分に理解し、それを踏まえ管理運
営に努めていたか。

仕様書、事業
計画書、日
報、勤務表、
資格証、実地
調査、労働条
件モニタリン
グ

A
 (優良)

施設所管課  福祉部障害福祉課

所管課評価事由

A
 (優良)

法人の設立目的と同じで
あり十分理解し管理運営
に当たっている。

B
 (良好)

施　設　名 大津市立障害者福祉センター

指定管理者 社会福祉法人大津におの浜障害者福祉協会

指定期間 令和2年 ４月１日　　　～　　　令和7年３月３１日

指定管理料 年額２２,７９６,０００ 円（令和5年度） （総額１１３,９８２,０００ 円）

設置目的 障害者の福祉の増進並びに自立の促進を図ることを目的とする。

業務内容

・大津市立障害者福祉センター条例第３条に規定する事業の実施に関する業務
・障害者福祉センターの使用許可に関する業務
・障害者福祉センターの施設及び設備の運営管理に関する業務
・その他市長が定める業務

所管課
総合評価

Ⅰ～Ⅳに
よる総合
評価

総合評価コメント

５年間の指定期間の４年目。本年５月８日に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類に移行したこ
とに伴い、利用人数制限等の対応を終了し、引き続き基本的な感染予防対策を継続しつつ、利用の回復に向け、事業
計画に基づき運営を行った。今後は、着実な利用者数の回復、満足度の向上を図っていく必要がある。

B
 (良好)

評 価 項 目 及 び 評 価 の 視 点 確認資料 自己評価 自己評価事由 所管課評価

事業計画の遂行に必要な
資格を持った職員は配置
している。勤務状況等適正
で、管理業務に障害者を
雇用している。

B
 (良好)

事業計画に沿った人員
を配置し、適正な出動状
況、勤務形態、労働条件
である。また、障害者雇
用も積極的に行ってい
る。

仕様書、事業
計画書、事業
報告書、研修
資料等

A
 (優良)

業務推進のため、必要な
研修は外部研修も含め積
極的に受講させている。

B
 (良好)

事業計画に基づいて、必
要な研修等を実施してい
る。

事業計画書に基づき、業務に必要な研修、教育が実施
できたか。

仕様書、関係
法令等、実地
調査

A
 (優良)

指定管理業務の執行に当
たっては、関係法令や条例
等遵守している。

B
 (良好)

法令・規則を遵守してい
る。

仕様書、協定
書、管理方法
（実地調査）

A
 (優良)

市や法人の規則に従い協
定書に基づき適切に行っ
ている。

B
 (良好)

適正に個人情報を取り
扱っている。個人情報・情報公開の取り扱いについて、協定書に基

づき適切に行っていたか。

日報、点検結
果等関係書
類、実地調査

A
 (優良)

業務日誌や修繕履歴等は
適切に保管している。

B
 (良好)

管理記録、修繕履歴等
を適切に整備・記録・保
管している。

仕様書、事業
計画書、事業
報告書等関係
書類

A
 (優良)

市の担当課とは常に連絡
調整を図り、事業計画書、
その他報告書等適正に提
出し内容は適正であった。

B
 (良好)

必要な連絡・調整につい
て十分に行っている。事業計画書、月報、事業報告書、その他報告書等の提

出や内容が適正であったか。

仕様書、事業
計画書、事業
報告書、緊急
時対応マニュ
アル

A
 (優良)

近年、社会福祉法人の必
須事項として求められてい
るBCPマニュアルを作成
し、事故・災害時の連絡体
制等の整備を行い、それを
職員に指導徹底を図った。

B
 (良好)

緊急時マニュアルを整備
し、定期的に訓練を実施
している。緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練等を行

うなど、職員への指導徹底を図っていたか。

A  (優良) B  (良好)

Ⅰ
実
施
体
制

条例、仕様
書、事業計画
書、事業報告
書

□



指定管理導入施設実績評価シート（令和5年度）

施設管理

□ 開館日、開館時間を遵守していたか。

□

利用状況

利用者対応
□

□ 服装、言葉遣い、接客態度等の接遇は適切であったか。
□ 利用者に対して設備、備品等を適切に提供したか。

業務運営（全体）
□ 事業計画書に則し、事業を計画どおり実施したか。
□ 利用促進に向け、積極的に取り組んでいるか。

自主事業運営

維持管理
□

□ 修繕が必要な箇所について、適切に対応したか。

□ 日常の清掃、保安、警備は適切に実施しているか。

□ 備品台帳に基づき備品を管理、修繕したか。

□

情報提供

□

□ ホームページ等の管理及び更新は適切に行っているか。

環境配慮
□

意見・要望・苦情
□

□

利用者アンケート
□

《Ⅱ総　括》

□

□

□

□

利用者数、稼働率等が前年度実績や目標と比較し適正
な水準であったか。

□

自主事業計画書に則し、事業を計画どおり実施した
か。

利用者の満足度を高める工夫がされたか。

事業の実施により市民サービスの向上に効果があった
か。

施設の設置目的に沿った自主事業を実施したか。

評 価 項 目 及 び 評 価 の 視 点 確認資料 自己評価 自己評価事由 所管課評価 所管課評価事由

Ⅱ
内
容
・
水
準

条例、規則、
仕様書、事業
計画書、日報 A

 (優良)

市の条例規則により開館
し、利用にあたっては安全
確保の対策を行ってきた。
一部に利用時間の延長(17
時以降)の希望があること
も申し添える。

B
 (良好)

開館日、時間を遵守して
いる。適宜巡回を実施し
安全確保に努めている。事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じてい

たか。

事業計画書、
事業報告書

A
 (優良)

コロナ5類移行に伴い規制
は緩和されたこともあり利
用人員は163％増を認め、
同時に利用団体等にも周
知を強めたので貸室回数
も5/4倍を記録したことは
一定目的を達成したと自己
評価する。

B
 (良好)

コロナ禍前の水準に向
け、一定の回復傾向にあ
る。

業務マニュア
ル、意見・苦
情等受付簿、
アンケート、
実地調査

A
 (優良)

利用許可等の対応は迅速
かつ適正に行った。接客態
度も適切だった。設備、備
品等は必要に応じて提供
した。

B
 (良好)

障害者に配慮した対応を
適切に行っている。

利用許可や案内等、職員の応対は迅速かつ適切に行っ
たか。

仕様書、事業
計画書、事業
報告書、実地
調査

A
 (優良)

事業計画に基づき実施し
利用者から喜ばれている。
市の条例により利用できる
対象者が限定されており
市民サービスも限定的で
ある。

B
 (良好)

事業計画に基づき、施設
の目的にあった事業を実
施している。

仕様書、備品
台帳、点検結
果、委託契約
書、実地調査

A
 (優良)

施設設備の保守点検を実
施し、必要に応じて修繕し
ているが、大規模な費用を
伴う修繕については市と随
時相談している。日常の清
掃、保安、警備は適切に実
施し施設の美観は保って
いる。市からの貸与備品は
備品台帳に基づき管理し
ている。

B
 (良好)

点検・修繕等は適宜、市
に報告しながら計画的に
実施している。

施設、設備の保守管理(点検・修繕)を計画的に実施し
たか。

植栽、樹木等の維持管理を定期的に実施し、美観が保
たれていたか。

パンフレッ
ト・ホーム
ページ等、実
地調査

A
 (優良)

施設案内やセンターだより
を発行し情報発信に努め
た。ホームページも必要に
応じて更新し、独自事業で
ある「スコラ」についても
ホープページにupし、福祉
センターが貸館業務以外
にも障害各分野の増進に
資するものとなっているこ
とをアピールした。

B
 (良好)

センターだよりの発行や
ホームページの更新を
通じて情報発信に努めて
いる。

施設案内、事業の開催案内等のパンフレット類を整備
し、情報発信に努めていたか。

関係書類、実
地調査 A

 (優良)

環境に配慮し省資源、消エ
ネルギー、リサイクルの推
進に努めた。

B
 (良好)

省エネルギー、リサイク
ルの推進に努めている。省資源、省エネルギー等環境への配慮、リサイクル等

の推進等に努めていたか。

事業計画書、
事業報告書、
日報、アン
ケート

A
 (優良)

社会福祉法の規定により
苦情解決のための第三者
委員会を設置している。今
のところ案件はない。

B
 (良好)

第三者委員会を設置し、
仕組を確立している。苦
情等にも迅速に対応して
いる。

意見・要望・苦情等を把握する仕組みを確立している
か。
要望・苦情等の対応に迅速かつ適切に対応し、可能な
ものは管理運営に反映していたか。

事業計画書、
アンケート、
実地調査

A
 (優良)

アンケートも実施している
が、普段から利用者との関
係を築き意見を把握し管理
運営に反映させてきた。

B
 (良好)

アンケートを実施して利
用者意見を把握し、ニー
ズにあった運営に努めて
いる。

利用者アンケート調査等を実施するなど、利用者ニー
ズを積極的に把握し、その結果を管理運営に反映して
いたか。

A  (優良) B  (良好)

A  (優良) B  (良好)

事業計画に基づき障害者IT
事業を実施し、利用者から喜
ばれている。障害者のパソコ
ン操作の習得に貢献してい
る。法人独自で「おおつなら
ではの就労移行支援事業:ス
コラ」を開始し、障害者の就
労に資する取り組みを展開し
ているが、その一環としてパ
ソコンをカリキュラムとし、IT
事業と連携し協力を得た。
自立訓練事業の認可を受
け、4月よりおおつならではの
就労移行支援事業「スコラ」
を開始している。これに付い
ては市当局と協議の上でセ
ンター一室（軽スポーツ室）
の占有を認めていただき進
めることができている。カリ
キュラムによっては、セン
ター内の別室も随時使用して
いるが、スコラに通う利用者
の増加により利用者の社会
参加の促進はもとより、地域
に注目されることで市民によ
る障害・障害者理解が進むこ
とが期待される。
デイサービスでは手話サーク
ルを従前より実施している
が、今期、自主事業として別
途「手話講座」を開催し、近
隣マンション等へのポスティ
ングを行い周知し、7回の開
催でのべ97名の参加を得ら
れた。

業務の内容・水準に関する評価　【標準１０項目／当施設１０項目】

障害者のパソコン操作習
得に寄与している。
自立訓練（生活訓練）を
開始し、養護学校高等部
卒業後の進路先の確保
に努めた。
地域住民を対象とした手
話体験講座は、福祉セン
ターの地域における役割
の一環として有意義であ
ると考える。

仕様書、自主
事業計画書、
自主事業報告
書、実地調査



指定管理導入施設実績評価シート（令和5年度）
経理事務

□ 専用口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行ったか。
□ 経理区分を設け、指定管理料を適正に執行していたか。
□

収支状況
□

□ 収支状況が対前年度比及び当初の目標を達成しているか。

経費節減の取組
□

□

《Ⅲ総　括》 経費の収支等に関する評価　【標準３項目／当施設３項目】

その他

□ 　

　
《Ⅳ総　括》 その他に関する評価　【当施設　項目】

使用料（利用料）収入目標 円 ⇒ 実績 円

稼働率 目標 ％ ⇒ 実績 ％

利用者数 目標 5,850 人 ⇒ 実績 7,630 人

指定自主事
業・自主事
業の別

実施状況
（実施・追加・

未実施）

自主事業 実施

自主事業 実施

自主事業 実施

※評価基準：項目別評価、《総括》、総合評価の評価基準（A～D）は、モニタリングチェックシートと同様とする。

＜主な自主事業の実施状況＞

地域住民に周知しての手話講座の開催

令和５年４月に自立訓練の指定を受け「におのは
まスコラ」を開設。２年後には就労移行支援の指定
も受け、おおつならではの就労移行支援を実施

２月に７回開催

事業名 事業内容 特記事項（「未実施」の場合はその理由）

障害者IT利用促進事
業

障害者のパソコン操作スキルの向上のためのパ
ソコン教室の開催

毎週月・木に開催。毎月第２・第４木は視覚障害者
対象教室を開催、在宅支援は随時開催

障害者がパソコンを習得することで、生活情報の収集を容易にし、楽しみや生活の質の向上に資するようにするとともに、パソコンを習得することで、就労
に対する意欲の向上を図り、自立した日常生活及び社会生活が送れるよう事業運営に努めました。
自立訓練の指定を受け「におのはまスコラ」を開設しました。
手話体験講座は、福祉センターの地域における役割と障害福祉の実情を不特定多数の市民に知らせることができたと考える。今後もこう言った取り組み
を進めていきたい。

【指定管理者コメント】

【施設所管課コメント】

手話体験講座

障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス
で、自立した日常生活や社会生活ができるよう、
必要な訓練を行う事業

Ⅲ
収
支
等

預金通帳、出
納帳、利用申
請書・減免申
請書等、実地
調査（金庫等）

A
 (優良)

センターの利用は無料
で現金の収受はない。
その他経理事務は適切
に処理している。

B
 (良好)

適正に管理できている。

料金徴収、減免、還付の手続きは適切に処理していた
か。

事業計画書、
事業報告書

B
 (良好)

常に経費の見直し削減を
図りながら健全財政となる
よう努めた。独自事業の
「スコラ」発進により法人本
年度の単事業としての赤
字は予定しているので社
会福祉充実残額をもって、
それに充てる計画で進め
ている。なお、令和6年度に
あっては新規利用者拡大
の中で黒字転換を見込ん
でおり、法人経営に心配は
ない。

B
 (良好)

適正である。

予算と決算に大幅な相違がなく、収入―支出はプラス
となっているか。

仕様書、事業
計画書、事業
報告書、委託
契約書、実地
調査

A
 (優良)

施設が古く修繕は多いが
可能な限り業者に頼らず
職員が対応し経費の削減
を図っている。清掃は障害
パート職員により内製化し
ている。

B
 (良好)

空調の利用を工夫する
など、節減に努めてい
る。

Ⅳ
そ
の
他

（
独

自
の
取
組
等

）

　

該当無し 該当無し

※評価手順：

特記事項等

【指定管理者コメント】

冷暖房については、新規工事の実施により電気∔ガスの使用から電気のみとなった、電気使用のデマンド管理を徹底しているので総額は微減となってい
る。全館の照明も老朽化で随所に不具合が散発しており、改修が求められているが今後の改修はLED化しか改修方法がなく費用面で課題がある。雨漏り
等がおこった天井{屋上}部分の改修はしていただき、以降問題は起こっていない。しかし、平成12年の改修以来、当センターの補修は冷暖房設備と屋上
の養生のみであり、今後、不測の環境悪化が心配されることは申し添えておく。早急の改修、補修のための予算化を望みたい。

【施設所管課コメント】

自立訓練（生活訓練）
事業

障害者のパソコン操作習得により、情報収集の拡大や生活の質の向上、就労意欲の向上等、情報アクセシビリティの向上に寄与している。
自立訓練（生活訓練）を開始し、養護学校高等部卒業後の進路先の確保に努めた。
手話体験講座は、福祉センターの地域における役割の一環として有意義であると考える。

主な成果
(全体）

自主事業
実施によ
る成果

経費削減に向けた取り組みを積極的に実施し、その効
果が上がったか。

清掃、警備、保守点検、修繕等の第三者への委託が適
切な水準、内容で実施されたか。

A  (優良) B  (良好)

施設の経年劣化に対する大規模修繕については、年次計画的に実施しており、令和６年度の配管工事をもって一連の大規模修繕は終了する予定であ
る。

課題及び
課題解決
の結果

５月８日に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類に移行したことに伴い、利用人数制限等の対応を終了し、引き続き基本的な感染予
防対策を継続しつつ運営を行い、前年度と比較して一定の利用者数の回復が図れた。

【施設所管課コメント】

５月８日に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類に移行したことに伴い、利用人数制限等の対応を終了し、引き続き基本的な感染予
防対策を継続しつつ、利用の回復に向け、事業計画に基づき運営を行った。今後は、着実な利用者数の回復、満足度の向上を図っていく必要がある。

【指定管理者コメント】

指定管理者自己評価 所管課評価 行政改革推進課（ホームページ等により結果公表）指定管理者
提出 通知

送付


